
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度のビュウリーズは、４月からダンスの

レッスンに加え、南風原を知る教養講座を受け

ており、その中の一つ「島ことば」での自己紹

介をこの懇親会でも行いました。ＨＩＰＨＯＰ

ダンスを踊るビュウリーズが方言で挨拶をする

という意外性が、印象的だったようで御来賓の

方々にとても好評でした。今年のメンバーは、

さらにいろいろなことに挑戦してゆきますので

、応援してくださいね！ 

 

一
般
社
団
法
人
南
風
原
町
観
光
協
会
（
照
屋
盛
夫
理
事

長
）
は
、
５
月
１
２
日
、
平
成
二
十
八
年
度
第
４
回
定
期

総
会
を
町
総
合
保
健
福
祉
防
災
セ
ン
タ
ー
（
ち
む
ぐ
く
る

館
）
に
て
開
催
し
ま
し
た
。 

 

真
境
名
元
彦
副
理
事
長
が
定
年
の
た
め
退
職
、
後
任
に

金
城
敬
宝
氏
（
町
経
済
建
設
部
部
長
）
が
理
事
に
就
任
し

ま
し
た
。 
 
 

議
題
で
は
、
平
成
二
十
七
年
度
の
事
業
や
執
行
予
算
に

つ
い
て
報
告
。
ま
た
、
平
成
二
十
八
年
度
の
活
動
に
つ
い

て
、
一
括
交
付
金
を
活
用
し
た
６
事
業
と
町
の
補
助
金
や

自
主
財
源
で
行
う
自
主
事
業
に
つ
い
て
内
容
と
予
算
の
案

に
つ
い
て
説
明
。
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

照
屋
会
長
は
、
「
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
う
こ
と
が
で

き
、
南
風
原
町
が
元
気
だ
と
い
う
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。 

  

 
 

 
 上

記
写
真
＝
議
案
を
進
行
す
る
総
会
の
様
子
（
ち
む
ぐ
く
る
館
） 

照屋会長の挨拶から始まっ

た懇親会は、真境名理事の退

任式や職員紹介を行い、和や

かな雰囲気で行われ、観光協

会の平成２７年度活動内容ス

ライドショーや空手の演武で

盛り上がりました。 会長のあいさつ＝懇親会 

棒 浦添の棍＝新垣克尚さん  型 セーパイ＝新垣あゆのさん 

釵（サイ）・空手・棒を披露＝兼城児童館のこども達 

真境名理事３年間ありがとうございました。 

一 般 社 団 法 人 南 風 原 町 観 光 協 会 
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懇親会の幕開けを飾る

＝ビュウリーズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場ロビーでは 27年度の活動を、パ

ネルにして展示。私たちの成長、そして反

省から本年度の目標へと、一年間を振り

返ることはとても重要なことだと感じなが

ら、パネルを作成しました。 

 これからも、観光協会の事業を町の広

報誌やありんくりんを通して、皆さまにお知

らせしていこうと思います。 
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５
月
２
５
日
（
水
）
ユ
ン
タ
ク
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

２
２
年
前
か
す
り
の
道
修
景
計
画
を
担
当
さ
れ
た
南
風
原

町
役
場
の
照
屋
守
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、
当
時
ど
の
よ
う

に
し
て
か
す
り
の
道
が
整
備
さ
れ
た
の
か
、
道
を
作
る
に
あ

た
っ
て
大
変
だ
っ
た
こ
と
等
を
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
琉
球
か
す
り
を
着
て
、

皆
で
南
風
原
町
を
歩
き
た
い
」、「
か
す
り
の
道
周
辺
に
あ
る
、 

 
 

 
 

 

現
在
空
い
て
い
る
物
件
を
活
用 

し
、
若
手
の
織
子
さ
ん
に
貸
し 

出
し
て
は
ど
う
か
」
等
た
く
さ 

ん
の
意
見
が
出
さ
れ
、
大
い
に 

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

当
協
会
職
員
の
手
料
理
も
振 

る
舞
わ
れ
、
皆
様
か
ら
た
く
さ 

ん
お
褒
め
の
お
言
葉
を
い
た
だ 

き
ま
し
た
。 

皆
様
か
ら
頂
い
た
ご
意
見
や 

ご
感
想
は
、
地
域
の
方
と
連
携 

を
組
み
な
が
ら
、
今
後
の
か
す

り
の
道
の
活
性
化
の
た
め
に
、

繋
げ
て
行
き
た
い
で
す
。

編 

集 

後 

記 

気
温
の
高
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
水
分
補
給
は
し
っ
か
り
行
い
、

体
調
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。 

（
大
城
） 

三
月
三
十
日
に
、
高
速
道
路
の
桁
下
横
の
町
有
地
に

植
え
た
カ
ン
ナ
の
苗
一
〇
〇
〇
株
は
、
元
気
に
育
っ
て

ま
す
♪ 

地
域
の
方
や
学
童
保
育
の
方
々
に
手
伝
っ
て
い
た

だ
き
、
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。
当
初
は
、
高
さ
も
な
く

み
ど
り
だ
け
の
苗
で
し
た
が
、
３
ヶ
月
が
経
ち
、
赤
や

黄
色
、
色
と
り
ど
り
の
花
を
咲
か
せ
、
道
を
通
る
方
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
お
り
ま
す
。
カ
ン
ナ
の
花
が
咲
き
誇

る
南
風
原
町
を
目
指
し
、
今
後
も
手
入
れ
を
続
け
て
い

き
ま
す
。 

南
風
原
町
観
光
協
会
で
は
、
一
緒
に
カ
ン
ナ
の
手
入

れ
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。
大
き
く
な
っ
た
ら
、
皆
で
育
て
た
カ
ン
ナ

の
苗
を
株
分
け
し
、
提
供
致
し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
、
い
つ
で
も
ご
連
絡
下
さ
い
。 

 

    

※無料カラオケ歌い放題！沖縄県内一の曲数なんと 60,000曲!!

【本社】〒901-1115 沖縄県島尻郡南風原町山川 379 番地 

電話：098-888-2253 Fax：098-888-2223

ホームページ：http://www.okinawaminami.com/ 

6月 11日（土）南風原町字本部にある、古民家謝名家に

てかすりの道古民家イベント、「落語の夕べ」を開催致しまし

た。雨が散らつく中での開催でしたが、当日は町内、外から

大勢のお客様が足を運んで下さり、開場は大きな笑いに包

まれました。落語を初めて聞く方にも分かりやすく、落語に

関する説明や、めくりについてご説明頂きました。 

お客様からは、「とても面白かった。落語を沖縄で鑑賞で

きるのが、うれしく思う」と感想をいただきました。当協会で

は、南風原町の皆様に落語を楽しんで頂ける様に、落語の

定期開催にむけて、尽力してまいりますので、これからもよ

ろしくお願い致します。 
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昔から多くの織り子たちを育て、古き良き伝統の琉球かす

りを今に伝える南風原町。この本部にある、沖縄の伝統的な

造りの古民家「謝名家」で昨年、若手落語家７名が２日間に

わたって繰り広げた「古民家落語の夕べ」から１年あまりが経

ちました。この時、この伝統の息付く本部から『南風原町を落

語の町に！』との声が上がり、南風原町観光協会では、落

語の定期開催に向けて尽力して参りました。そしてこの度、

落語愛好者の皆様に落語をさらに身近に感じ、お楽しみ頂

きたいとの思いから「南風原落語友の会」を立ち上げまし

た。また今回、古民家落語開催に合わせて、友の会会員の

募集を開始いたします。（入会費千円【永年会員】）ご入会の

方には、今回出演する落語家の色紙寄せ書きとオリジナル

落語グッズを差し上げます。また、落語会開催の予定が決ま

り次第、優先的にお知らせもいたします。『南風原町を落語

の町に！』笑いで大いに盛り上げましょう！ 

 

は
え
ば
る
の
夏
と
言
え
ば
、
夏
ま
つ
り
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
♪
今
年

も
開
催
‼
子
ど
も
た
ち
の
趣
味
や
興
味
関
心
の
開
拓
、
民
泊
に
お

け
る
体
験
学
習
の
可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
南
風
原
町

を
盛
り
上
げ
ま
す
！
大
人
気
「
お
し
ご
と
体
験
」
ブ
ー
ス
も
準
備

中
！
夏
休
み
の
宿
題
の
ヒ
ン
ト
に
も
な
る
メ
ニ
ュ
ー
も
た
く
さ

ん
！
夏
の
思
い
出
に
、
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
に
遊
び
に
き
て
ル
ン
♪ 

※
機
械
分
解
ブ
ー
ス
で
使
用
す
る
廃
棄
テ
レ
ビ
、
パ
ソ
コ
ン
等

の
家
電
製
品
（
ク
ー
ラ
ー
・
洗
濯
機
・
冷
蔵
庫
以
外
）
を
今
年
も

事
前
に
回
収
し
て
お
り
ま
す
。
ご
自
宅
に
い
ら
な
い
家
電
製
品
が

あ
り
ま
し
た
ら
観
光
協
会
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

連 

絡 

先
：
８
５
１ 

・ 

７
２
７
３ 

日  
 

 

程
： 

７ 

月 

１ 

８ 

日 

（ 

海
の
日 

）  

場 
 
 

所 

： 

南 

風 

原 

町 

中 

央 

公 

民 

館 

周 

辺  

体
験
や
・飲
食
ブ
ー
ス
な
ど
多
数
参
加
し
ま
す
。 

 

綱曳きが盛んな南風原町では、毎年各字毎に独特な

綱曳き行事が開催されています。ツアーでは、地元の方

の協力を得て、津嘉山・照屋または兼城・喜屋武（希望

者）をマイクロバスで巡り、綱曳きの見学・体験をすることが

出来ます。ツアーは先発組と後発組に分かれての２部構

成で行います。また、南風原のかぼちゃが練り込まれた

『南風原かぼちゃ黄金そば』もご用意しておりますので、是

非ご参加下さい。 

●開催日：平成 28年 7月 29日（金） 

●先発組： 

出発時間：午後 5時 30分集合 5時 45分出発 

参加料金：お一人様 4.500円 

●後発組： 

出発時間：午後 6時 20分集合 

午後 6時 30分出発 

参加料金：お一人様 4.000円 

※ツアーは完全予約制となります。 

詳細は南風原観光協会まで、 

お問合せください。（851-7273） 

綱曳きツアー今年も開催します！ 

 

 


